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ヌ
ー
ラ
ン
事
件
（
一
九
三
一
年
六
月
）
に
つ
い
て
知
る
人
は
、
中
国
研

究
者
の
あ
い
だ
で
も
、
そ
う
多
く
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
尾
崎
・
ゾ
ル
ゲ

事
件
に
先
立
つ
上
海
で
の
ア
ジ
ア
最
大
の
ス
パ
イ
事
件
と
し
て
知
ら

れ
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
と
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
が
熾
烈
な
攻
防
を
繰
り
広
げ
た

結
果
、
タ
ン･

マ
ラ
カ
、
グ
エ
ン
・
ア
イ
コ
ッ
ク
（
ホ
ー
チ
ミ
ン
）
な
ど
、

ア
ジ
ア
の
革
命
家
が
政
治
情
報
警
察
に
よ
っ
て
一
網
打
尽
と
な
っ
た
国

際
的
逮
捕
劇
で
あ
る
。
だ
が
戦
後
、
一
九
六
〇
年
代
の
半
ば
に
な
っ
て

も
な
お
、
イ
ギ
リ
ス
の
情
報
機
関
を
し
て
、「
上
海
に
は
そ
の
根
が
ま

だ
残
っ
て
い
る
」
と
当
時
の
警
察
庁
次
長
、
後
藤
田
正
晴
に
語
ら
せ
る

ほ
ど
、そ
の
背
景
は
い
ま
だ
に
多
く
の
謎
に
包
ま
れ
て
い
る
。
本
書
は
、

ア
メ
リ
カ
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
資
料
、『
上
海
工
部
局
警
察
資
料　

一
八
九
四–

一
九
四
九
』
の
フ
ァ
イ
ル
を
足
が
か
り
と
し
て
、
こ
の
事

件
の
中
心
人
物
で
あ
る
イ
レ
ー
ル
・
ヌ
ー
ラ
ン
を
介
し
て
繰
り
広
げ
ら

「
ヌ
ー
ラ
ン
事
件
」
と
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
闇
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れ
た
国
際
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
実
態
を
解
明
し
よ
う
と
試
み
る
も
の
で

あ
る
。
本
書
は
ま
ず
、
こ
れ
ら
逮
捕
劇
を
め
ぐ
る
当
時
の
社
会
状
況･

人
間
関
係
に
焦
点
を
あ
て
、
ヌ
ー
ラ
ン
と
は
い
っ
た
い
何
者
で
あ
り
、

上
海
で
何
を
し
て
、
そ
し
て
な
ぜ
逮
捕
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
追
究
す

る
。
そ
の
う
え
で
、
上
海
を
中
心
と
し
て
東
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
へ

と
拡
が
っ
た
国
際
共
産
主
義
運
動
の
地
下
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
全
体

像
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

　

ヌ
ー
ラ
ン
は
、
ベ
ル
ギ
ー
人
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ･

ラ
ン
グ
レ
の
名
で

二
八
年
に
上
海
に
や
っ
て
き
て
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
た

ち
の
会
合
場
所
の
設
置
や
通
訳
、
極
東
局
技
術
部
の
仕
事
に
従
事
し
、

さ
ら
に
中
国
や
日
本
の
都
市
を
国
際
連
携
部
の
仕
事
で
訪
れ
る
と
い
っ

た
任
務
に
つ
い
て
い
た
。
と
く
に
佐
野
学
と
の
関
係
は
深
く
、
二
九
年

六
月
、
佐
野
が
上
海
で
国
民
党
の
警
察
に
逮
捕
さ
れ
て
日
本
の
警
察
に

鬼
丸
武
士
著

上
海「
ヌ
ー
ラ
ン
事
件
」の
闇

―
―
戦
間
期
ア
ジ
ア
に
お
け
る
地
下
活
動
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
イ
ギ
リ
ス
政
治
情
報
警
察
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引
き
渡
さ
れ
る
と
、
ヌ
ー
ラ
ン
も
い
っ
た
ん
は
上
海
を
離
れ
る
こ
と
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
。
警
察
に
よ
る
佐
野
に
対
す
る
予
備
尋
問
調
書
の
供

述
で
は
、
ヌ
ー
ラ
ン
と
の
関
係
性
を
意
図
的
に
隠
そ
う
と
す
る
佐
野
の

政
治
的
判
断
が
読
み
取
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
上
海
の
コ
ミ
ン
テ
ル

ン
代
表
が
当
時
す
で
に
名
の
知
ら
れ
て
い
た
ブ
ラ
ウ
ダ
ー
で
は
な
く
、

ヌ
ー
ラ
ン
で
あ
っ
た
と
著
者
は
み
る
。
こ
の
背
後
に
あ
る
の
は
、
日
本

と
の
広
く
、
か
つ
深
い
さ
ま
ざ
ま
な
人
的
関
係
性
で
あ
る
。
た
と
え

ば
、
佐
野
は
周
恩
来
の
仲
介
に
よ
り
ヌ
ー
ラ
ン
と
の
接
触
を
果
た
し
て

い
た
。
上
海
に
来
た
渡
辺
政
之
輔
や
鍋
山
貞
親
、
佐
野
博
な
ど
の
動
向

を
ヌ
ー
ラ
ン
か
ら
聞
き
、
さ
ら
に
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
の
汎
太
平
洋
労
働

組
合
書
記
局
を
運
営
し
て
い
た
ヤ
ン
ソ
ン
か
ら
の
置
手
紙
を
受
け
取
っ

て
い
る
。
ヌ
ー
ラ
ン
は
、
佐
野
と
日
本
と
の
間
の
連
絡
を
担
当
し
、
ま

た
佐
野
と
と
も
に
反
帝
同
盟
の
準
備
会
合
を
中
国
共
産
党
中
央
委
員
で

あ
っ
た
向
忠
発
、
李
立
三
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
代
表
の
ア
ブ
ラ
ハ
ム
ら
と
開

催
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
官
憲
に
追
わ
れ
て
い
た
佐
野
を
、「
北
京
の

哲
人
」
と
呼
ば
れ
、
ま
た
鈴
江
言
一
の
師
で
も
あ
る
中
江
丑
吉
（
中
江

兆
民
の
長
男
）
が
か
く
ま
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

東
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
地
域
の
共
産
主
義
運
動
に
と
っ
て
、
上
海

を
中
心
と
し
た
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
支
部
の
も
つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
と

維
持
は
、
そ
の
活
動
の
根
幹
に
か
か
わ
る
重
要
課
題
で
あ
っ
た
。
と
く

に
、
モ
ス
ク
ワ
か
ら
ド
イ
ツ
を
経
由
し
て
上
海
に
送
ら
れ
た
資
金
は
、

極
東
局
の
ス
タ
ッ
フ
の
給
与
、日
本
や
東
南
ア
ジ
ア
各
地
へ
の
補
助
金
、

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
旅
費
、
維
持
費
、
通
信
費
、
さ
ら
に
は
東
方
勤
労
者

共
産
大
学
（
モ
ス
ク
ワ
）
へ
の
留
学
生
の
派
遣
な
ど
の
費
用
に
支
出
さ

れ
て
い
る
。
ヌ
ー
ラ
ン
が
属
し
て
い
た
国
際
連
絡
部
と
は
、
ま
さ
に
こ

う
し
た
連
絡
線
を
担
当
す
る
組
織
で
あ
っ
た
。
ヌ
ー
ラ
ン
が
検
挙
さ
れ

た
際
に
は
、
彼
が
郵
便
私
書
箱
一
〇
個
、
そ
し
て
電
信
の
ア
ド
レ
ス
八

個
を
所
有
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
の
連
絡
は
、
ほ
と
ん
ど
が
暗
号
を
使
っ
て
や
り
取

り
さ
れ
て
い
た
。日
本
と
の
連
絡
に
は
、私
書
箱
一
〇
七
七
号
が
使
わ
れ
、

風
間
丈
吉
が
上
海
を
訪
れ
た
際
、
正
式
に
中
間
指
導
機
関
と
の
連
絡
ア

ド
レ
ス
と
定
め
ら
れ
、
日
本
側
の
ア
ド
レ
ス
は
風
間
が
上
海
を
訪
れ
る

に
あ
た
っ
て
使
用
さ
れ
た
変
名
、
三
省
堂
編
集
部
の
松
本
慎
一
宛
て
と

し
、
よ
り
確
実
な
ア
ド
レ
ス
が
決
ま
れ
ば
連
絡
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

た
。
伝
書
使
に
よ
る
日
本
以
外
の
地
域
と
の
連
絡
幹
線
は
、
上
海
か
ら

香
港
、
サ
イ
ゴ
ン
、
バ
ン
コ
ク
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ラ
ン
グ
ー
ン
、
カ

ル
カ
ッ
タ
へ
と
延
び
て
い
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
幹
線
か
ら
分
か
れ
た
支

線
は
、
香
港
か
ら
ア
モ
イ
を
経
由
し
て
台
湾
の
基
隆
、
マ
ニ
ラ
、
バ
タ

ヴ
ィ
ア
へ
と
つ
な
が
る
ル
ー
ト
、
さ
ら
に
サ
イ
ゴ
ン
か
ら
ハ
イ
フ
ォ
ン
、

雲
南
、英
領
ビ
ル
マ
へ
と
つ
な
が
る
ル
ー
ト
へ
と
抜
け
て
い
る
。し
か
し
、

こ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
は
、
も
ち
ろ
ん
ヌ
ー
ラ
ン
一
人
で
で
き

る
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
を
有
効
に
機
能
さ
せ
る
た
め
に
も
、
グ
エ
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ン･
ア
イ
コ
ッ
ク
（
ベ
ト
ナ
ム
）、
タ
ン
・
マ
ラ
カ
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）、
鈴

江
言
一
（
中
国
・
日
本
）
と
い
っ
た
協
力
者
の
存
在
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

　

と
り
わ
け
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
鈴
江
言
一
の
活
動
と
そ

の
政
治
的
役
割
は
そ
れ
な
り
の
注
目
に
値
す
る
。
一
九
二
二
年
の
結
党

以
来
、
東
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
地
域
の
他
の
共
産
主
義
運
動
と
同
じ

よ
う
に
非
合
法
状
態
で
活
動
し
て
い
た
日
本
共
産
党
は
、
二
八
～
二
九

年
の
大
規
模
な
取
締
り
に
よ
り
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
て
い
た
。
二
九
年

の
佐
野
の
逮
捕
で
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
の
連
絡
そ
の
も
の
が
絶
た
れ
た
も

の
の
、
こ
の
連
絡
線
の
再
構
築
を
お
こ
な
う
べ
く
、
一
九
三
一
年
二

月
、
上
海
か
ら
秦
貞
一
と
い
う
「
中
国
人
」
が
や
っ
て
き
て
、
活
動
費

一
〇
〇
〇
円
、
派
遣
旅
費
一
〇
〇
円
を
党
関
係
者
に
手
渡
す
と
、
さ
っ

さ
と
上
海
へ
戻
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
こ
の
秦
こ
そ
、
じ
つ
は
鈴
江

言
一
、
そ
の
人
で
あ
っ
た
。
鈴
江
は
二
七
年
、
武
漢
政
府
で
中
国
共
産

党
員
と
し
て
働
き
、
同
年
、
武
漢
で
開
催
さ
れ
た
第
一
回
汎
太
平
洋
労

働
会
議
で
は
、
王
子
言
の
名
で
総
工
会
の
地
区
代
表
と
し
て
参
加
し
、

流
暢
な
中
国
語
で
演
説
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
反
共
ク
ー
デ
タ
か
ら
逃

れ
る
た
め
に
中
江
の
い
る
北
京
に
い
っ
た
ん
帰
る
が
、
二
九
年
に
は
上

海
に
戻
り
、
こ
の
年
に
は
『
中
国
無
産
階
級
運
動
史
』
を
出
版
す
る
ほ

か
、『
改
造
』
や
『
批
判
』
な
ど
の
雑
誌
に
、
王
子
言
、
野
村
新
一
郎

な
ど
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
時
事
評
論
を
執
筆
し
、
さ
ら
に
三
一
年
に
は
、

『
孫
文
伝
』
を
王
枢
之
の
名
で
改
造
社
か
ら
出
版
し
て
い
る
。

　

一
方
、
三
〇
～
三
一
年
に
か
け
て
東
南
ア
ジ
ア
に
連
絡
線
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
拡
大
す
る
に
あ
た
っ
て
、
す
で
に
グ
エ
ン･

ア
イ
コ
ッ
ク
や

タ
ン
・
マ
ラ
カ
は
、
同
地
域
の
共
産
主
義
者
の
間
で
は
著
名
な
活
動
家

と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
い
い
か
え
れ
ば
、
植
民
地
統
治
を
お
こ
な
う

側
、
と
く
に
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
当
局
、
蘭
領
東
イ
ン
ド
当
局
に
と
っ
て
、

彼
ら
は
最
大
の
「
お
尋
ね
者
」
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
三
一
年
を
機

に
中
国
共
産
党
へ
の
依
存
か
ら
脱
却
す
べ
く
、
東
南
ア
ジ
ア
地
域
へ
独

自
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
大
す
る
こ
と
は
、
ヌ
ー
ラ
ン
を
は
じ
め
と
す

る
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
要
員
に
と
っ
て
最
大
の
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の

構
想
の
実
現
の
た
め
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
同
地
域
の
拠
点
と
し
て
、
さ

ら
に
英
領
イ
ン
ド
と
の
間
の
連
絡
線
を
確
立
す
る
た
め
に
ヌ
ー
ラ
ン
が

送
り
込
ん
だ
の
が
、
フ
ラ
ン
ス
人
、
デ
ュ
ク
ル
ー
で
あ
っ
た
。
デ
ュ
ク

ル
ー
は
、
三
一
年
二
月
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
で
大
連
を
経
由
し
て
上
海
に

到
着
し
、
ヌ
ー
ラ
ン
と
接
触
す
る
と
、
翌
月
に
は
新
た
な
任
務
を
帯
び

て
香
港
へ
移
り
、
そ
こ
で
グ
エ
ン
・
ア
イ
コ
ッ
ク
と
会
見
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
サ
イ
ゴ
ン
へ
向
か
い
、
イ
ン
ド
シ
ナ
共
産
党
の
メ
ン
バ
ー
と

会
っ
て
い
る
が
、
最
後
に
到
着
し
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
居
を
構
え
た
も

の
の
、
三
一
年
六
月
一
日
、
す
で
に
早
く
か
ら
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て

い
た
イ
ギ
リ
ス
帝
国
治
安
維
持
シ
ス
テ
ム
下
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
犯
罪
情

報
局
に
よ
っ
て
逮
捕
さ
れ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
彼
が
所
持
し
て
い
た
手
帳
に
上
海
の
ヌ
ー
ラ
ン
、
そ
し
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て
香
港
の
グ
エ
ン
・
ア
イ
コ
ッ
ク
の
名
と
連
絡
先
が
記
さ
れ
て
い
た
。
こ

れ
ら
の
情
報
を
も
と
に
、
同
年
六
月
六
日
に
は
グ
エ
ン
・
ア
イ
コ
ッ
ク

が
、
そ
し
て
一
五
日
に
は
上
海
で
ヌ
ー
ラ
ン
が
と
も
に
逮
捕
さ
れ
る
に
い

た
る
。
ヌ
ー
ラ
ン
の
逮
捕
時
に
押
収
さ
れ
た
三
つ
の
鋼
鉄
製
の
箱
に
は
、

汎
太
平
洋
労
働
組
合
書
記
局
の
収
支
簿
、
多
く
の
外
国
語
、
そ
し
て
暗

号
で
記
さ
れ
た
手
紙
、
電
報
、
報
告
書
、
メ
モ
な
ど
、
大
量
の
人
名
を

含
む
文
書
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
ヌ
ー
ラ
ン
や
そ
の
ス
タ
ッ
フ
ら
の
活

動
だ
け
で
な
く
、
東
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
へ
張
り
巡
ら
さ
れ
つ
つ
あ
っ

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
一
挙
に
壊
滅
に
追
い
込
む
た
め
の
情
報
が
、
す
べ
て

イ
ギ
リ
ス
帝
国
官
憲
側
に
わ
た
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。
も
う
一
人

の
コ
ネ
ク
タ
ー
で
あ
る
タ
ン
・
マ
ラ
カ
が
三
二
年
一
〇
月
、
香
港
で
逮
捕

さ
れ
た
の
も
、
ま
さ
に
こ
れ
ら
の
情
報
を
も
と
に
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
の
東
ア
ジ
ア
、

東
南
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
活
動
に
関
す
る
先
行
研

究
と
し
て
は
、
す
で
に
栗
原
浩
英
『
コ
ミ
ン
テ
ル
ン･

シ
ス
テ
ム
と
イ

ン
ド
シ
ナ
共
産
党
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
）、「
初
期
コ
ミ
ン

テ
ル
ン
と
東
ア
ジ
ア
」
研
究
会
編
著
『
初
期
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
東
ア
ジ

ア
』（
不
二
出
版
、
二
〇
〇
七
年
）、
山
内
昭
人
『
初
期
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と

在
外
日
本
人
社
会
主
義
者
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
九
年
）
な
ど
が

あ
る
が
、
い
う
ま
で
も
な
く
本
書
は
、
ヌ
ー
ラ
ン
を
中
心
と
す
る
国
際

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
そ
れ
を
執
拗
に
追
い
か
け
る
イ
ギ
リ
ス
帝
国
な
ど

官
憲
当
局
と
の
攻
防
に
つ
い
て
ま
と
め
た
最
初
の
、
そ
し
て
唯
一
の
著

作
で
あ
る
。
一
次
史
料
に
も
と
づ
く
綿
密
な
調
査
と
、
そ
れ
に
と
も
な

う
具
体
的
史
実
へ
の
詳
細
か
つ
多
面
的
確
認
作
業
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
著

者
の
並
々
な
ら
ぬ
執
念
と
い
っ
た
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
に
は
十
分
で
あ

り
、
そ
れ
相
当
の
時
間
と
労
力
が
費
や
さ
れ
た
こ
と
が
容
易
に
み
て
取

れ
る
。
当
時
の
上
海
に
お
け
る
も
う
ひ
と
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
リ

ヒ
ャ
ル
ト･

ゾ
ル
ゲ
、
尾
崎
秀
実
、
ア
グ
ネ
ス
・
ス
メ
ド
レ
ー
の
ラ
イ

ン
で
は
、こ
れ
ま
で
に
も
汗
牛
充
棟
た
る
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
。
だ
が
、

ゾ
ル
ゲ
と
ヌ
ー
ラ
ン
と
の
接
点
で
い
え
ば
、
本
書
は
さ
ら
に
、
ヌ
ー
ラ

ン
の
連
絡
機
関
に
所
属
し
た
軍
事
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
の
親
交
が
一
部

あ
っ
た
も
の
の
、
お
互
い
が
そ
の
任
務
に
は
一
切
干
渉
し
な
か
っ
た
と

い
う
新
た
な
事
実
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
れ
は
著
者
独
自
の
功
績

と
し
て
評
価
さ
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
。
い
い
か
え
れ
ば
、
同
じ
壮
大
な

目
的
を
共
有
し
つ
つ
も
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
は
末
端
グ
ル
ー
プ
の
レ
ベ
ル

で
は
、
相
互
連
帯
ど
こ
ろ
か
一
切
没
交
渉
で
あ
っ
た
（
あ
る
い
は
そ
う

さ
せ
ら
れ
て
い
た
）
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
本
当
の
「
闇
」
は

上
海
に
で
は
な
く
、
む
し
ろ
モ
ス
ク
ワ
に
こ
そ
あ
る
と
い
う
べ
き
な
の

か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
意
味
で
本
書
は
、
ヌ
ー
ラ
ン
事
件
の
謎
を
追
い

か
け
る
こ
と
で
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
組
織･

活
動
そ
の
も
の
の
闇
を
照

ら
し
出
し
て
い
る
と
い
え
る
。

（
い
し
い
・
と
も
あ
き　

明
治
大
学
）


